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特集 : ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ ( 2 ) 

果樹における発生実態と防除対策

は じ め に

ミカ ンキ イ ロ ア ザ ミ ウ マ (Frankliniella occidentalis 

(P E RGAND E ) ) は ， わ が 国 で は 1990 年に 初 め て千 葉 県，

埼玉 県 で発生が確認 さ れた (福 田 ら ， 1991) 。 そ の 後，

92 年に静岡 県 で発生が確認 さ れ る と (土屋 ら ， 1992) ，  

全国 的に 発生地域 が拡大す る と と もに ， 被害作物が多様

化 し， 現在では花 き ， 野菜だ け でな く ， 果樹で も 重要害

虫 とな り つ つ あ る 。

わが国の果樹では， カ ンキ ツ ， プ ド ウ ， モ モ ， カキ ，

リ ン ゴ， ネ ク タ リ ン で既に 被害が確認 さ れ てい る (表-

1) 。 海外で は上記の う ち ， カキ を 除 く すべて の果樹で被

害の報告が あ り ， さ らに 問題が拡大す る 恐れが あ る 。 こ

こ で は， 果樹に お け る 発生実態 と防 除対策に つい て ， 囲

内 および海外の文献 から得 られた知見を含めて紹介 したい。

I カ ン キ ツ

わ が国 のカ ンキ ツに お け る 本種 の 発生 は， 1992 年 6
月に静岡 県 のハ ウ ス ミカ ン で初 め て 確認 さ れた (土屋 ・

古橋， 1993) 。 土屋 ら (1995) に よ れ ば， 本種 は ウ ン シ

ユ ウ ミ カ ン の花お よ び果実に 寄生す る が， 新梢へ の寄生

ます

静岡 県病害虫防 除所 増

は確認 さ れていない 。
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1 開花期 に お け る 寄生 と 被害

いち
伸

露地栽培に お け る ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン の花で は ， 開花盛

期 か ら 開 花 終期に か け て 本 種 成 虫 の 寄 生率 が 高 ま り

(図-1) ， 終期 の 花 か ら は 多 く の 幼 虫 ふ 化 が認 め ら れ る

(表 2) 。 こ れ は， 成虫が花 を選好 し て 移動す るた めに ，

早 く 開花 した花が散 る と 残 っ てい る 開花 の遅い花に移動

し， 圏 内 の花数が少な く な った 開花終期に は ， 残 っ てい

る 花に 寄生が集 中 す るた め と 考 え ら れ る 。 ふ化幼虫 の幼

果に対す る 摂食 は ， が く の 内面か ら が く 付近の果面に 行

わ れ， こ の傷か ら 腐敗 が発生 し， 被害果 は 7 月 下旬 ま で

に 自 然落果す る 。 被害 は 開花終期 の花に 由来す る 幼果に

限 っ て発生 し ， こ れ は ， 通常管理で摘果 さ れ るた め ， 開

花期の寄生に よ る 経済的被害 は発生 しない と 考 え られる。

な お， 施設栽培に おい て は， 開花期 の寄生お よ び被害

は確認 さ れていなし〉。 こ れ は ， ハ ウ ス 内に 発生源 とな る

寄主植物が存在 し ていないた め と 考 え ら れ る 。

2 果実着色期におけ る 寄生 と 被害

幼果 は成虫の生存に 適 さ ず， 開花終了 と と もに ， 幼果

へ の寄生密度 は 急速に低下す る 。

成虫が果実に 寄生す る期 聞 は ， ハ ウ ス ミ カ ン の着色期

か ら 収 穫期 ま で で あ る (図 2) 。 幼 虫 は 幼
表 - 1 果樹に お げ る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の 発生状況

果 ・ 成熟果 と もに 加害可能であ る が， 実際に

は 成 虫 の 寄生時期 が 限定 さ れ る た め ， 被害

は， 成虫の生存が可 能 とな る 着色期以降に照

ら れ る こ とにな る 。 加害 さ れた 部分 は ， 油胞

を残 し て や や 白 く かす り 状 とな る 。 被害程度

の高い も の で は 果頂 か ら 果実側面に か け て 広

範囲に 発生す る 。 被害果 は共 選段階で規格外

扱い とな り 市場への出荷 は で きない 。
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被害 は着色期 と 本種成虫の活動時期 が一致

す る ハ ウ ス ミ カ ン で発生す る が， 露地栽培 で

は 着色期に は 成虫 の活 動 が終息 し てい る た

め ， 問題 とな っ ていない 。

3 本種の発生源

本種 は寄主範囲 が広 く ， ほ と ん ど の顕花植

物に 寄 生 す る と 考 え ら れ て い る (村 井，

1991) 。 実際， 栽培 さ れ てい る 花 き 類だ け で

な く ， 開花中 の雑草に おい て も 寄生が確認 さ
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図 - 2 施設栽培 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 園 で の トラ ップ捕獲数

と 寄生虫数な ら び に 寄生率の変化 (土屋 ら ， 1995) 

一一 : 成虫捕獲数， 一果実寄生成虫 …果実 寄
生幼虫， 一一 : 新梢寄生成虫， ー : 新梢寄生幼虫，

・ : 寄生果率， 一一ー : 寄生新梢率， ↓防除剤散布
日， A : 幼果期， B : 果 実着色期， C : 果 実 の 油胞が

黄色 に な る 時期， D : 巣実成熟期， E : 新梢伸長期.
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図 - 1 露地栽培 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン 闘での ト ラ ップ捕獲数

と 寄生虫数な ら び に 寄生率の変化 (土屋 ら ， 1995) 

一一 : 成虫捕獲数， …ー : 花寄生成虫， …・ : 花 寄
生幼虫， 一一 : 果実寄生成虫， ー : 果実寄生幼虫，

寄生花率， 一一ー:寄生果率， ↓ : 防除剤散布
日， A : 開 花 開 始前， B : 開 花 期， c : 開 花 盛期，
D : 開花終期， E : 幼果期.
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パ ト リ ン ・ MEP ( ス ミ ロ デ ィ ー )

乳剤が農薬登録 さ れて お り ， こ れ ら

を着色期に 散布す る 。

し か し ， 既に述べた よ う に 施設外

の雑草等で増殖 した個体が繰 り 返 し

侵入す るた め ， 多発時に は薬剤散布

だ け で は十分な 効果が得 ら れな い こ

と が あ る 。 そ のた め ， 圃場内 お よ び

周辺の除草 を徹底 し ， 本種の密度 を

低 く し て お く 必要 が あ る 。 また ， 圃

場内に 増殖源 とな る 花 き 類や野菜類

を栽培 しな い こ と も 重要 と 考 え ら れ る 。

表 - 2 露地 ウ ン シ ュ ウ ミ カ ン の花 お よ び幼果か ら のふ化幼虫数 (土屋 ら ， 1995) 

ふ化幼虫数
合計
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5/28 

5/28 
6/ 3 
6/10 
6/16 
7/ 8 

0 
210 

0 
0 
0 
0 
0 

そ の他a)

0 
176 

0 
0 
0 
0 
0 

雄ずい

0 
10 

調査数 子房径 (mm)
花 弁

0 

24 
3� 5 
3� 5 
6�1l 
8�12 

13�18 
19�22 
22�27 

202 

212  
200 
200 
100 
100 
100 

調査部位

果
果
果
果
果

花

花
幼
幼
幼
幼
幼

作物の状態

開 花 盛 期
開 花 終期
開 花 終期
幼 果 期
幼 果 期
幼 果 期
幼 果 期

採取日

ウ

ブドウにおけ る本種の発 生は ， 199 4年 4月に静岡県

の 施 設 栽 培 の「 ピ オ ー ネ」 で 確 認 さ れた (増 井 ら ，

19 95) 。 その 後， 山梨県 と 長野県 で施設栽培 さ れ て い る
「巨峰J お よ び「 ピ オ ー ネ J 等 で被害が発生 し ， 発生地

域 が拡大す る 傾向に あ る 。

1 幼果に おけ る 発生 と被害

開花直後の子房に 産卵 さ れ る と 幼果に 白 ぶ く れ症が発

一一一 11 一一ー

ドブE 

叫 : 花 で は雄ずい， 子房 と が く ， 幼果で は子房 と が く .

れて い る (片 山 ・ 池 田， 1995) 。

ハ ウ ス ミ カ ンに お け る 本種の発生源に つ い て ， 土屋 ら

(1994) は， 被害 は施設外周 の 開放部付近に 多 く ， 中央
部では比較的少ないことから， 施設外部から侵入した個

体に よ っ て加害 さ れて い る こ と を 指摘 し て い る 。

4 防除対策

本種の被害が問題 とな る の は， ハ ウ ス ミ カ ン の果実で

あ る 。 薬剤防 除に つ い て は ア セ フ ェ ー ト ( オ ル ト ラ ン)

水和剤， DDVP 乳剤， ア セ タ ミ プ リ ド ( モ ス ピ ラ ン)

水溶剤， ア ラ ニ カ ル プ ( オ リ オ ン ) 水和剤， フ ェ ン プ ロ
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生す る 。 被害 の 特徴 は 果粒表面に 0 . 2�0 . 5 mm の や や

隆 起 し た黒点がで き ， こ の周囲 が直径 2�10 mm に わ た

り 不定形に 白 く 見 え る も の で， 被害 は果房全体に発生す

る 。 海外ではカ リ フォルニ ア で栽培 さ れてい る プド ウに

おい て本種成虫が花に誘引き れ， 産卵に よ り 幼果に 同様

の 症状 (halo) が発生す る こ と が既に 報告 さ れ てい る

(YO KOYAMA， 1977) 。

本種の加害時期に つい て は， 雌成虫 の 接種試験に よ

り ， r ピ オ ー ネ」 で は 開花始 め か ら 約 20 日間に 限 ら れ る

こ と が明 ら か とな っ てい る が ( 図-3) ， ウ ン シ ュ ウ ミカ ン

等で見 ら れ る よ う な 着色期 の寄生は確認 さ れていない 。

な お ， 被害部位の果肉に異 常 は見 ら れず， r ピ オ ー ネj

を は じ め とす る 黒色種で は ， 着色に 伴 っ て症状 は目立 た

な く な る 。 し か し ， 紅 赤種や 白色種で は， 収穫期 を迎 え
て も 症状が残 り ， 被害が問題 とな る 可能性があ る 。

2 穂軸におけ る被害

開花期~開花直後の加害に よ り ， 穂軸に褐変症状が発

生す る 。 こ れ は チ ャ ノキ イ ロ ア ザ ミ ウ マ の吸汁に よ る 被

害 と酷似 す る 。 同 様 の 被 害 は カ リ フ ォ ル ニ ア

(YO KOYAMA， 1977) で も 報告 さ れてい る 。

3 新梢に おけ る被害

わが国では， 新梢に お け る 寄生お よ び被害 は確認 さ れ
ていなしミ。 し か し ， 海外では新梢へ の被害が報告 さ れて

お り ， 果実糖度に及ぽす影響に つい て も 検討が行わ れて

い る (M CNALLY et al. ，  1985) 。

4 本種の発生源

静岡 県に お け る 現在 ま での被害 を 見 る と ， ブド ウ では

加温施設に お け る 発生が目立つ てい る 。 こ れ ら の施設で
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は 3 月に 開花 し ， 4 月に 被害 を 確認 で き る が， 5 月 上旬

ま で側窓 の 開放 は 行 わ ず， 密閉 し て 栽培 管 理 を 行 う た

め， 外部か ら 侵入 し た個体に よ る 被害 と は 考 えに く い 。

静岡 県の被害発生施設に お け る 実態調査 で は ， 被害確

認時に施設内 の雑草お よ び間 作作物に 本種の寄生が認め

ら れた。 また， 施設外か ら 侵入 し た 個体に よ り 施設 外周

部に被害が多いハ ウ ス ミ カ ン と 被害の分布が異な っ てい

た。 した が っ て ， 施設被覆 前 の 前年秋 ま でに ， 施設内に

侵入 し てい た 個体があ り ， 被覆加温後に施設内の雑草お

よ び間作作物で増殖 し ， ブド ウへ の加害に 至 っ た と 考 え

ら れ る 。

5 防除対策

接種試験の結果等か ら ， 薬剤防除が必要な 時期 は 開花

期 と 考 え ら れ る 。 し か し， 登録薬剤がない こ と か ら ， 今

後は農薬の登録促 進 を 図 る 必要があ る 。 現状では， 開花

前か ら の 園場 内 の 除草の徹底等に よ り ， プド ウ 開花期に

本種成虫 を発生 さ せない工夫 が必要であ る 。

モ モに お け る 本種の発生 は ， 1994 年 6 月に静岡 県 で，

8 月に山梨 県 で確認 さ れた 。 果実お よ び新梢へ 寄生が見

ら れ， 果実に は かす り 状 の 被害 が発生す る (増井 ら ，

1996 ; 功万 ら ， 1996) 。

1 果実 への寄生 と被害

幼果へ の雌成虫の接種試験で は ， 産卵お よ び被害 は確

認 さ れず (表-3) ， 幼果期に は 経済的被害 は 発生 しない

と 考 え ら れ る 。 果実に 寄生が見 ら れ る の は着色開始 時期

か ら で， 着色 と と もに 成 ・ 幼虫 の寄生数が増加す る 傾向

が見 ら れ る (図 -4) 。 本種が加害 し た 熟果に は 着色部に

点 状に 白 色 部 が 残 る かす り 症 状 が 見 ら れ， 功 万 ら

(1996) に よ れ ば， 本症状 は 主に縫 合線 お よ び梗 あ 部に

発生す る 。 な お， 海 外 で は 本種 の 吸汁に よ り silvering

お よ び russeting が発生す る こ と が既に 報告 さ れてい る

(Y ONCE et al . ，  1990 a) 。 な お， 開花期 の被害 は確認 さ れ

ていない 。

2 新梢への寄生 と被害

新梢へ は全 生育期聞 を通し て ， 果実 の ステ ー ジに関係

な く 寄生 が み ら れ る 。 幼虫 の 寄生 も 確認 さ れ る こ と か

モモ皿
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ミカンキイロアザミウマ雌成虫の接種時期

図 - 3 ブ ド ウ 「 ピ オ ー ネ」の白ぶ く れ症発生時期 (増井
ら ， 1994 よ り作図)

5月1 1日に開 花 を 始めた圃場で， 毎回5 果房を 供試
し. 1 果房につ き雌成虫 を 20 頭接種した.

表-3 幼果期の モ モ 「白鳳」への 接種に よ る 寄生お よ び被害 (増井 ら . 1996) 

被害の有無

果実 葉

産卵の有無

果実 業
成虫回収率接種数/果接種時果径供試校数接種 目

x 
x 

一一一 12 一一一

× 
x 

O 
O 

×叫
× 

叫 :0:寄生 ま たは被害 を確認. x 寄生 ま たは被害 を 未確認.

16% 
10 

10 
10 

25 mm 5 
4 

5/27 
6/10 
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その他の果樹

わが国では， 山梨県に おい て リ ン ゴ， 長野県に おい て

は ネ ク タ リ ン で発生が確認 さ れてい る 。 海 外の文献に よ

る と ， リ ン ゴ で は ， 本種が開花期に 集 ま り ， 花粉 を 摂食

後に 産卵 を行い ， 果実に は 産卵部伎 の 周 囲に halo が発

生す る 。 被害 は特に緑色系品種で著 し く ， 赤色系 品種で

も 問題 とな る も の が あ る (TERRY， 1991) 。 ネ ク タ リ ン で

は幼果期に 本種に 吸汁 さ れ る と russeting が発生 し ， 果

実肥 大後期に 吸汁 さ れ る と silvering が発生す る と さ れ

てい る (Y ONCE， et al . ，  1990 b) 。
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図 - 4 モ モ 「白鳳」 果実 に お け る ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ
マ の寄生消長 (増井 ら ， 1996) 

本種の果樹に お け る 発生生態に つい て は， 海 外で はい

く つ かの報告が あ る 。 し か し ， わ が国に お け る 生態に つ

い て は， 各果樹に お け る 初発生確認か ら の経過年数が浅

く ， 発生地域 も 限 ら れてい るた め不明な 点 も 多い 。 発生

分布拡大に 注意 を払 う と と もに ， 生態 を解明す る 必要が

あ る 。

防除に つい て は， 海 外 で は 本種の薬 剤感受性低下に つ

い て 多 く の報告があ る (村 井， 1991) よ う に ， わ が国に

おい て も 効果的な薬 剤 は 少ない 。 また， 果樹で はカ ンキ

ツ 以外に は 登録薬 剤 がな く ， 登録促 進 を図 る 必 要 が あ

る 。 果樹に おい て は， 圃場外の花や雑草等で増殖 した個

体が， 圃場に侵入 し て加害す る ケ ー ス が多 く ， 除草等 の

耕種的防除や， 施設で は側窓へ の ネ ッ ト の設置等の物理

的防 除法 を 組 み合 わ せた防 除体系 を 確 立 す る 必要 が あ

る 。

わお

ら ， 新梢 で増殖す る 可能性が あ る 。 し か し ， 被害 は確認

さ れていなしh品種に よ り 被害が発生す る 可能性に つい

て は今後検討す る 必要があ る 。

3 防除対策

果実 を対象 と した防除が必要な 時期 は， 着色期 か ら収

穫期 ま で と 考 え ら れ る 。 し か し ， 登録薬剤がない こ と か

ら ， 農薬 の登録促 進 を図 る 必要 が あ る 。 な お， 功万 ら

(1996) は， モ モ の 他害虫に 既 登録の薬 剤 を 用いた防 除

試験 を行い ， ア ク リ ナ ト リ ン ( ア ーデ ン ト ) 水和剤に効

果が認め ら れた こ と を報告 し てい る 。

新梢 を対象 と した防除の必要性に つい て は， 現状では

不明であ る 。 新梢 の増殖源 と し て の 重要性 を検討す る 必

要があ る 。
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大橋 (1997) は， 1996 年 10 月に和歌山県 の露地栽培
カキ「万根早生」に おい て ， 本種の果実へ の寄生お よ び

被害 を確認 し てい る 。 被害 は茶褐色 また は黒褐色の不定

形の傷で， 中心に 1�3 mm の黒点 を 生 じ る こ と も あ っ

た。 軽度 の場合 は茶色のかす り 状で， 傷 はい ずれ も 表皮

の みであ った。 こ れ ら は， 着色の進んだ果実 や樹の外周

部の果実に 多 く ， 果実 の陽光面に 多 く 見 ら れた。

こ の ほ かに も ， 熊 本県 で は 1996 年 7 月に 施設栽培の

着色 し始 めた 果実 で発生が確認 さ れてい る 。 奈 良県 で は

97 年 6 月に 施設栽培 お よ び露 地 の「万根早生」 等 で，
着色開始前か ら 発生が確認 さ れてい る 。 また ， 静岡 県で

は， 96 年 3 月に 施設栽培「 次郎」に おい て ， 開花期に
本種が寄生す る こ とに よ り 幼果に褐色の不定形の傷が発
生す る 被害が確認 さ れてい る 。

カキに お け る 本種 の 発生 は 海 外 に おい て も 報告 はな
く ， 詳 しい 発生生態に つい て は 不 明な 点 が 多い こ と か
ら ， 解明が望 ま れ る 。
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